
   

 

 

 

       

      

       

       

       

 

   

 

 

   

       

    

 

 

 

 

 

 

 

   

       

 

 

 

 

 



ま え が き 

 

このたびは「 温水高圧洗浄機 」をお買い上げ頂きましてありがとうございます。 

本機をご使用になる前にこの取扱説明書を注意深く読み、よく理解してからご使用して下さい。 

取扱説明書の中の注意事項及び使用方法等をよく読んでご使用頂かないと、充分に能力を発揮できないばか

りか、洗浄物に傷をつけたり人身事故につながりますので充分理解した上で、正しく使用して下さい。 

お買い上げの製品や取扱説明書の内容についてご質問がある場合は、お買い上げ頂きました販売会社までお

問い合わせ下さい。 

尚、取扱説明書あるいは警告ラベル等は大切に使用して下さい。万一紛失・汚損された場合においては速や

かに購入して頂き、正しく保管又は貼付して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

                                               
警  告    

 この取扱説明書では、「危険｣｢警告｣｢注意｣について次のような定義と警告表示を使用 

        しています。 

        警告表示は安全作業のために重要な事柄です。 

        人身事故や財物損害防止のために重要な事柄が記載されていますので、必ずよく理解 

        してから使用して下さい。 

 

    危険 ···· 取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷及び火災等重大な物的損害 

            を負う危険が切迫して生じることが想定される場合。 

 

    警告 ···· 取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷及び火災等重大な物的損害 

    を負う可能性が想定される場合。 

 

    注意 ···· 取扱いを誤った場合に、使用者が損害を負う危険が想定される場合及び物的 

    損害のみの発生が想定される場合。 

 

 

！ 

！ 

！ 

！ 



危険・警告・注意事項 

 

 項 目       危険 警告 注意 ﾍﾟｰｼ ゙    

１ 本体に必ずア－ス線を接続すること ○   １ 

２ ガソリン、シンナ－は絶対禁止（指定燃料使用） ○   １ 

３ 取扱説明書をよく読み、理解した上で使用すること  ○  表紙   

４ 素足のままで洗浄作業をしないこと  ○  １ 

５ 洗浄ガンは人に向けないこと  ○  ２ 

６ 洗浄ガンは確実に握ること  ○  ２ 

７ 排気筒の周辺は高温になります  ○  ２ 

８ 本体は転倒しないよう設置すること   ○ 12 

９ 付近に可燃物が無く、火災上安全な場所へ設置すること   ○ 12 

10 密閉した室内で使用しないこと   ○ 12 

11 排気筒を設置する時は設置基準に従って取り付けること   ○ 12 

12 電源元に漏電遮断器を付けること   ○ 12 

13 感震装置を電源に付けること   ○ 12 

14 電源は専用電源を使用すること（タコ足配線の禁止）   ○ 12 

15 電源コ－ドを車など重量物で踏まないこと   ○ 12 

16 缶体（温水器）の空焚をしないこと   ○ 12 

17 燃料タンクはメ－カ－指定品を使用すること   ○ 12 

18 本機を無断で改造しないこと   ○ 12 

19 洗浄ガンの金属部分は高温になるので注意すること   ○ 14 

20 本体の外板及びドアを開けたまま運転しないこと   ○ 14 

21 給湯口（蛇口）より高温水が出ます   ○ 14 

22 給油時は必ず運転を止めること   ○ 15 

23 給油口はふたを確実に締めること   ○ 15 

24 燃料タンクや油送管の接合部などから油漏れが無いかよく確認すること   ○ 15 

25 洗浄機内部を洗浄したり水が入らないようにすること   ○ 15 

26 雷雨時は落雷の恐れがありますので外で作業をしないこと   ○ 15 

27 
運転中、停電又は電源プラグが外れモ－タ－が止まった時は必ずバ－ナ 

－スイッチ、ポンプスイッチを切ること 
  ○ 15 

28 故障、破損した場合は使用しないこと（不完全な修理は危険です）   ○ 15 

29 本機の給湯水は飲用などに用いないこと   ○ 15 



   

 項 目       危険 警告 注意 ﾍﾟｰｼ ゙    

30 
洗剤はメ－カ－指定のものを正しく使用すること 

  ※目や手についたときはすぐに洗い流して下さい 
  ○ 15 

31 ストップレバ－を閉じた状態で３分以上運転しないで下さい   ○ 15 

32 保守点検の実施   ○ 16 

33 点検する際は水道の蛇口を閉じて下さい   ○ 16 

34 
点検する際は、電源プラグをコンセントから抜いて、安全を確認した上 

で実施して下さい 
  ○ 16 

35 
故障の処置をする際は、電源を切り給水を止め安全を充分確認した上で行

って下さい 
  ○ 17 
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１ 使用目的 
   本機は自動車整備関係をはじめ、各種産業用機械等の洗浄に用いるための温水洗浄機です。 

２ 危険・警告 
この洗浄機をご使用頂く上で、人身事故や火災等の物的損害を防止するための重要な事柄が記載さ

れていますので、必ずよく読み、よく理解してから使用して下さい。 

１）危険・警告事項 

                                       危  険    

 ≪感電の危険性あり≫ 

  ●必ずアース線を接続すること   

 

                                       危  険    

 ≪火災発生の恐れあり≫ 

  ●ガソリン・シンナーは絶対禁止   

   （指定燃料使用） 

 

 

 

 

 

 

 

                                       警  告   
 

 ≪漏電時に感電の危険性あり≫    

  ●素足のままで洗浄作業を      

   しないこと（ゴム長靴の着用） 

 

 

 

 

 

 

 

！ 

！ 

！ 



 －2－ 

                                          警  告                            
 

 ≪スプレーは高圧ですので皮膚に当たると傷害の可能性あり≫ 

  ●洗浄ガンを人に向けないこと  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          警  告                            
 

 ≪洗浄ガンは反動があるので確実に握ること≫ 

  ●ガンが飛ばされて傷害の起きる可能性あり  

 

 

 

  

 

 

 

 

                                          警  告                            
 

 ≪火傷の恐れあり≫            

  ●排気筒の周辺は高温になります   

 

！ 

！ 

！ 
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２）警告ラベルの貼付位置及び内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本図はメガシャイン 2000標準機を示す 
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３ 構造及び各部の名称 
１）作動原理 

本機は三相のモ－タ－を回転してポンプを駆動し、白灯油を燃料とした貯湯式缶体（温水器）で加熱さ

れた温水を洗浄ガンの先端から噴射する洗浄機です。 

 

●ポンプの運転 

ポンプスイッチを「ＯＮ」にすると、モ－タ－が回転し、ポンプを駆動します。ポンプの給水側は水（温

水）タンクに接続されています。缶体で加熱された温水が、水（温水）タンク、ポンプ、安全バルブ（ア

ンローダバルブ・調圧弁）、洗浄ホ－スを経て洗浄ガンの先端にあるノズルから、所定の圧力で噴射され

ます。洗浄ガンはストップ機構が付いていますので、ストップレバ－を握ると噴射され、ストップレバ

－を開放すると噴射は止まります。 

 

●缶体（温水器）の点火 

水道栓から給水された缶体（温水器）、水（温水）タンクの水は、フロ－トバルブの作用で一定水量に保

たれます。バ－ナ－スイッチを「ＯＮ」にしますと、燃料ポンプが動作して燃料タンクからバ－ナ－に

燃料が送られ、自動点火装置により、点火され缶体の水を加熱します。温度調節器の設定値に達します

と自動的に消火します。 
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● 系 統 図     

※CS7020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※CS7021・CS7030/7031 
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２）構 造 図 

※CS7020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

品番 名    称   

1 ヒューズ 13 

1 
自在車輪 25 アンローダバルブ 

2 ヒーターランプ 14 

 

 

固定車輪 26 電機ボックス 

3 ヒータースイッチ 15 

 
安全弁 27 電磁開閉器 

4 温度調節器 16 

 

 

水（温水）タンク 

 
28 漏電遮断器 

5 バーナースイッチ 17 

 
缶体（温水器） 29 圧力スイッチ 

6 ポンプスイッチ 18 自在ブレーキ付車輪 30 過熱防止装置 

7 ポンプ水抜きスイッチ 19 燃料タンク 31 蛇口取付位置 

8 ガン掛け 20 

 
燃料コック 32 缶体水抜きバルブ 

9 ホース掛け 

 
21 燃料ストレイナー 33 モーター 

10 給水口 22 ポンプ水抜きバルブ 34 

 
ポンプ 

11 吐出口 23 ヒーター 35 配管フィルター 

12 自在ブレーキ付車輪 24 減圧逆止弁   
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※CS7021・CS7030/7031 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本図は CS7021 を示す 

 

 

 

品番 名    称   

1 ヒューズ 14 

 

 

固定車輪 27 電磁開閉器 

2 ヒーターランプ 15 

 
安全弁 28 漏電遮断器 

3 ヒータースイッチ 16 

 

 

水（温水）タンク 

 
29 圧力スイッチ 

4 温度調節器 17 

 
缶体（温水器） 30 過熱防止装置 

5 バーナースイッチ 18 自在ブレーキ付車輪 31 蛇口取付位置 

6 ポンプスイッチ 19 燃料タンク 32 缶体水抜きバルブ 

7 ポンプ水抜きスイッチ 20 

 
燃料コック 33 モーター 

8 ガン掛け 21 燃料ストレイナー 34 

 
ポンプ 

9 ホース掛け 

 
22 ポンプ水抜きバルブ 35 余水水抜きバルブ 

10 給水口 23 ヒーター 36 逆止弁 

11 吐出口 24 減圧逆止弁 37 フロースイッチ 

12 自在ブレーキ付車輪 25 調圧弁 38 配管フィルター 

13 

1 
自在車輪 26 電機ボックス 39 オイルゲージ 
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３）配 線 図 

※CS7020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※CS7030 

 

 

 

 

※図中○印内数字は線番を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品番 名     称 

NV 漏電遮断器 

Ｍ モ－タ－（電動機） 

Ｆ ヒュ－ズ 

ＳＷ1 ヒ－タ－スイッチ 

Ｒ ヒ－タ－ランプ 

Ｈ１ ヒ－タ－（Ｗ型） 

Ｈ２ タ－ミナルヒ－タ－ 

ＳＷ２ ポンプスイッチ 

ＭＣ 電磁開閉器 

ＳＷ３ ポンプ水抜きスイッチ 

ＳＷ4 バ－ナ－スイッチ 

ＰＳ 圧力スイッチ 

ＴＨＳ１ 温度調節器 

Ｂ バ－ナ－ 

ＴＨＳ２ 過熱防止装置 

フローSW フローｽｲｯﾁ（CS7030） 

ＴＲ タイマーﾘﾚｰ(CS7030) 

電磁ポンプ 

 50Hz 青：赤 

 60Hz 青：黄   
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３）配 線 図 

※CS7021・CS7031 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図中○印内数字は線番を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品番 名     称 

NV 漏電遮断器 

Ｍ モ－タ－（電動機） 

Ｆ ヒュ－ズ 

ＳＷ1 ヒ－タ－スイッチ 

Ｒ ヒ－タ－ランプ 

Ｈ１ ヒ－タ－（Ｗ型） 

Ｈ２ タ－ミナルヒ－タ－ 

ＭＣ 電磁開閉器 

ＳＷ３ ポンプ水抜きスイッチ 

ＳＷ4 バ－ナ－スイッチ 

ＰＳ 圧力スイッチ 

ＴＨＳ１ 温度調節器 

Ｂ バ－ナ－ 

ＴＨＳ２ 過熱防止装置 

SW5 ポンプスイッチ 

フローSW フロースイッチ 

ＴＲ タイマーリレー 

電磁ポンプ 

 50Hz 青：赤 

 60Hz 青：黄   
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４）安全装置 

  ａ) 漏電遮断器 

      接地との併用により電路に地絡が生じた時に作動し、火災又、感電を防止する。 

  ｂ) ヒュ－ズ（５Ａ以外、使用禁止） 

      過電流が流れた場合、電気回路を遮断し、保護する。 

  ｃ) 過負荷保護装置（電磁開閉器） 

      モ－タ－が過負荷になり、過電流がある時間以上流れると、サ－マルリレ－が作動し、モ－タ－ 

      の焼損を防止する。 

  ｄ) 安全バルブ（アンロ－ダバルブ・調圧弁） 

      配管内の圧力が設定値以上に上昇すると、安全バルブが作動して、過度な圧力の上昇を防 

      ぎます。 

  ｅ) 空焚防止装置（圧力スイッチ） 

      缶体を保護する装置で、缶体内に水が規定量入っていないと、バ－ナ－の点火を防ぎ、又点火中  

      の時は消火して缶体の空焚を防止します。 

   また、ポンプ空運転を防止するため、モーターが停止し、ポンプの運転が停止します。 

  ｆ) 炎監視装置（炎検出器） 

      燃焼が完全に開始されないときや、燃料切れ、失火、異状燃焼の場合に感知し、バ－ナ－を停止  

      させる。   

ｇ) 過熱防止装置 

    缶体の二重安全装置で空焚き、又は異常燃焼した場合、缶体の胴体温度感知でバ－ナ－を停止さ 

   せます。(手動復帰) 

 

５）バーナーリセット（エアー抜き）方法 

● 初めて点火、又はタンクが空になった場合、安全装置が働き点火をしないことがあります。 

  原因として、燃料タンクから電磁ポンプまで燃料が吸い上げられていないため、ノズルから燃料で

はなくエアーのみが噴出される状態になり、自動制御で電磁ポンプを停止させるためです。 

    この状態になりましたら、下記の作業を行ってください。 

１）バーナースイッチを ONにします。 

２）バーナー上部にあるリセットボタンを押します。点火動作に入り電磁ポンプが作動します 

３）一度押しただけでは点火しない場合には、２）の作業を 4～5回繰り返します。 

４）それでも点火しない場合には、何か不良が考えられますので ６ 故障と処置を参照にし、原因を解

決させてから１～３)の作業を再度行ってください。 
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６）オプション 

ａ）洗剤装置 

          ※本図は CS6020 を示す 

 

品番 名     称  

 

 

 

 

 

 

1 フィルタ－セット 5 片口ナイロンジョイ

ント 
9 オスメスエルボ 13 ボールバルブ 

 2 洗剤タンク受け台 6 フリーボール 10 ナイロンチューブ 14 ホースユニオン(流用) 

3 ポリ容器 7 ソケット 11 立型ニードルバルブ 15 ホースバンド(流用) 

4 ナイロンチューブ 8 平座金 12 ニップルティー 16 ウォーターホース(流用) 

 

 

使用方法 

１） 洗剤タンク（10Lポリ容器）に希釈洗剤（混合洗剤）を入れる。 

●混合方法（使用洗剤の標準濃度は、1/500倍） 

   水（7.5Ｌ）と、洗剤（2.5L）を入れてよくかき混ぜる。 

２） ポンプスイッチを入れ、ポンプがチャタリングを起こさない程度まで水量調整バルブ⑬を締めて 

下さい。 

３） 洗剤バルブ⑪を 1/4回転開けて下さい。洗剤洗浄は開閉コック⑥で行って下さい。 

（バルブに上図のように、1/4 回転の位置にマ－キングを入れておくと便利です。） 

４）洗剤作業終了後は必ず開閉コック⑥を閉じて下さい。 

注意事項 

＊１） 洗剤使用時は、ストップガンを閉じないで下さい。水タンクに洗剤が混入するおそれがあります。 

＊２）洗剤使用後は必ず開閉コックを閉じて下さい。洗剤タンク又水タンクに逆流します。 
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４使用方法及び使用上の注意  
１）設置上の注意 

                                       ！     注  意       
  ●本機が、転倒しないよう設置すること。 

●付近に可燃物が無く、火災予防上安全な場所へ設置すること。 

●密閉した室内で使用しないこと。 

●排気筒を設置する時は、設置基準に従って取付けること。（オプション） 

ａ) 本機は水はけの良い場所に水平に置いて下さい。 

ｂ) 設置の際はブレ－キ付車輪のブレ－キ止めをかけ、機械が移動しないようにして下さい。 

ｃ) ガソリン等の可燃物が置かれている様な建物や有毒ガスが発生する場所等では本機を使用しないで

下さい。 

ｄ) 機械に直射日光、直接水（雨含む）のあたらない場所を選定して下さい。 

ｅ) 給水設備が適当であるかを確認して下さい。 

        メガシャイン 2000：水圧  ０.１５ ～ ０.５ ＭPa以内    水量  ３０ Ｌ/min以上     

        メガシャイン 3000：水圧  ０.１５ ～ ０.５ ＭPa以内    水量  ４０ Ｌ/min以上                            

ｆ) 屋内で使用する場合は、屋内用の吸排気口（吸排気ファン）を取り付けて下さい。（排気には充分注

意して下さい。） 

ｇ) 缶体（温水器）はステンレス製ですが、水質が酸・アルカリその他化学的悪影響を及ぼす水は、上

水道であっても使用しないで下さい。 

ｈ）屋外設置で雨、雪等が直接かかる場合は煙突防水カバ－セット（排気筒、防水カバ－）を取付けて

下さい。（オプション） 

 

２) 配 線 方 法     （下記の内容は電力会社指定の工事店に依頼して下さい。） 

                                       ！  注  意   
  ●電源元には漏電遮断器を付けること。 

  ●感震装置を電源に付けること。 

  ●電源は専用電源を使用すること。（タコ足配線の禁止） 

  ●電源コードを車等の重量物で踏まないこと。 

ａ) 電源及びサイクルが電源と一致するか確認して下さい。 

ｂ) ６ｍの電源コ－ドが付いていますが近くに電源がない場合は電力会社に依頼して下さい。 

    （電圧降下に充分注意して下さい。） 

ｃ) 電気容量は三相２００Ｖ、メガシャイン 2000 は４０Ａ・メガシャイン 3000 は６０Ａ以上の電源設                             

備を用意してください。 

ｄ) 機械から出ている電源コ－ドを確実に電源に接続して下さい。電源コ－ドの中の緑線はア－ス線です。

ア－ス端子は必ず接続して下さい。 

ｅ) ポンプの回転方向を確認して下さい。回転方向はポンプの矢印方向です。 

３）使用前の注意 

                                       ！    注  意       
  ●缶体（温水器）の空焚をしないこと。 

  ●燃料タンクはメ－カ－指定品を使用すること。 

  ●本機を無断で改造しないこと。 

！ 

 

！ 

！ 
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ａ）ポンプ水抜きバルブ、釜(缶体)水抜きバルブを閉じ、水道の蛇口より給水ホ－スを接続し、水道の

蛇口を開き給水を行って下さい。 

ｂ）洗浄ホ－スを吐出口に接続して下さい。 

ｃ）ポンプクランクケ－ス内の油量を確認して下さい。 

ｄ）燃料タンクに、JIS１号灯油（白灯油）を入れて下さい。 

   ガソリン、シンナ－、その他揮発性燃料禁止 

ｅ）温水温度は始動前に希望する設定温度（30℃～80℃）にセットする。 

    ※設定温度は低いほど缶体等の耐久性は上ります。 

ｆ）洗剤を使用する場合は、洗剤量を確認して下さい。（オプション） 

 

◯●ポ ン プ     

  オイルの確認は、オイルゲ－ジの給油範囲にある事を確認して下さい。 

  （補給は同オイルを使用して下さい。） 

 ●オイルの劣化 

 汚れ、白濁が見られたら全量オイルを交換して下さい。 

 ●オイルの交換は、第１回目ユ－ザ－納入後３ヵ月或は、３００時間、第２回目以降は６ヵ月或は、                     

６００時間で交換して下さい。 

 ●オイル量        メガシャイン 2000：約 ０.５５ Ｌ  

               メガシャイン 3000：約 １.２６ Ｌ      

◯● オ イ ル     

● 使用オイルは下記又、同等品を使用して下さい。 

 

    ﾒ-ｶ-  
品 名 

出 光 興 産 エ ネ オ ス 昭 和 ｼ ｪ ﾙ コ  ス  モ 

 

VG100 

(冬期) 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ﾒｶﾆｯｸ 

ｵｲﾙ 100 

FBK ｵｲﾙ RO 

100 

ﾓｰﾘﾅ 

S2BA 

100 

ｺｽﾓﾆｭｰ 

ﾏｲﾃｨ 

ｽｰﾊﾟｰ 100 

 

    ﾒ-ｶ-  
品 名 

出 光  エ ネ オ ス 昭 和 ｼ ｪ ﾙ コ ス モ   

    

VG150 

(夏期) 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ﾒｶﾆｯｸ 

ｵｲﾙ 150 

FBK ｵｲﾙ RO 

150 

ﾓｰﾘﾅ 

S2BA 

150 

ｺｽﾓﾆｭｰ 

ﾏｲﾃｨ 

ｽｰﾊﾟｰ 

150 
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◯●バ－ナ－ 

  ａ) 燃料は白灯油（JIS１号灯油）を使用し、ガソリン等は絶対に使用しないで下さい。 

ｂ) 風量調整のシャッタ－開度は、使用する周波数（50Hz、60Hz）に合っているか確認して下さい。  

ｃ) 初めて点火、又はタンクが空になった場合、温度調節器を 80℃にし、バ－ナ－スイッチをＯＮに

して下さい。1 回目のチャ－ジで点火しない場合は、バ－ナ－コントロ－ラ－のリセットボタン

を押して下さい。点火動作に入り点火します。 

  ｄ) 燃焼安全装置付きなので、炎検出器（cds）が汚れると燃焼不良をおこす事があります。万一 

   燃焼不良を起こした場合、販売店へ連絡して下さい。 

  ｅ) コントロ－ラ－部に水等をかけないで下さい。万一作動不良を起こした場合、販売店に連絡して

下さい。 

ｆ) 気圧により、ススの発生が増加する事があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）始    動 

                                       ！     注  意         

  ●洗浄ガンの金属部分は高温になりますので注意して下さい。 

  ●本体の外板及びドアを開けたまま運転しないこと。 

  ●給湯口（蛇口）より高温水が出ます。（オプション） 

 

 ａ) 水道の蛇口を開けて下さい。 

 ｂ) 電源を入れて下さい。 

 ｃ) 水（温水）タンクの水がフロ－トバルブで止まるまで、待って下さい。（約３～４分） 

 ｄ) 温度調節用ダイヤルを希望される温度にセットして下さい。（30℃～80℃） 

     缶体に水が充満していないと、バ－ナ－、ポンプは作動しません。 

 ｅ) バ－ナ－スイッチを「ＯＮ」にして下さい。 

 ｆ) 洗浄ガンを持ち、ストップレバ－を握ってからポンプスイッチを入れて下さい。 

            温水が噴射します。 

 ｇ) ストップレバ－は、必要以上に操作しないで下さい。 

 ｈ) 給湯口（蛇口）から、お湯を取り出したい時は、ａ～ｅの順序で操作し、蛇口を開いて下さい。 

  （オプション） 

品番 名 称 

1 ブロワ－チュ－ブ 

2 ダンパ－表示シ－ル 

3 ダンパ－ 

4 電磁ポンプ 

5 炎 検 出 器      

6 ケ－シング 

7 コントロ－ラ－ 

8 リセットボタン 

9 ファンモ－タ－ 

10 点火トランス 

11 電 極 棒      

12 旋 回 羽 根      

13 バ－ナ－ノズル 

！ 

※本図はメガシャイン 2000のバーナーを示す 
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５）停    止 

  ａ) 温度調節用ダイヤルを「０」にする。 

  ｂ) バ－ナ－スイッチを「ＯＦＦ」にして下さい。 

 ｃ) ポンプスイッチを「ＯＦＦ」にして下さい。 

（洗浄ホ－ス内の残圧を抜くために、ストップレバ－を握って下さい。）      

  ｄ) 水道の蛇口を閉じて下さい。 

 ｅ) 缶体、ポンプの水抜きを行って下さい。 

   ポンプの水抜きバルブを開けた後、釜(缶体)の水抜きバルブを開け最後に蛇口を開けて下さい。 

   (順序を逆にしますと、釜(缶体)の水抜きに時間がかかります。) 

   次回の使用まで、「開」にしておいて下さい。 

 

６）運転の注意 

                                       ！  注  意 
  ●給油時は必ず運転を止めること。                                                      

  ●給油口は蓋を確実に締めること。                                                       

  ●燃料タンクや油送管の接合部などから油漏れが無いかよく確認すること。                   

  ●洗浄機内部を洗浄したり、水が入らないようにすること。                                     

   

ａ) 初めて点火、又はタンクが空になった場合、温度調節器を 80℃にし、バ－ナ－スイッチをＯＮに

して下さい。1 回目のチャ－ジで点火しない場合は、バ－ナ－コントロ－ラ－のリセットボタン

を押して下さい。点火動作に入り点火します。9ページのバーナーリセット方法参照。 

ｂ) 運転中、給水量が不足するとポンプの故障の原因となります。（給水量確保） 

ｃ) ポンプ作動中に蛇口よりお湯を取り出すと、水量不足又でポンプが停止する場合がありますので

注意して下さい。（オプション） 

ｄ) 蛇口にホ－スを付けてお湯の取り出しが出来ます。(オプション) 

  ※この際、ホ－スを引張らないで下さい。 

ｅ) 洗浄ガンを機械本体に向けて噴射することは絶対に避けて下さい。 

ｆ) 洗剤を使用する際は、10ページの洗剤装置を参照（オプション） 

    注）洗浄ホ－スは必ず振動する為、振動による悪影響の場所は避けて下さい。 

 

                                       ！     注  意                                        

  ●雷雨時は落雷の恐れがありますので屋外での作業をしないこと。 

  ●運転中、停電又は電源プラグが外れモ－タ－が止まった時は必ずバ－ナ－スイッチ、ポンプス

イッチを切ること。 

  ●故障、破損した場合は使用しないこと。（不完全な修理は危険です） 

  ●本機の給湯水は飲用などに用いないこと。 

● 洗剤はメ－カ－指定のものを正しく使用すること。（オプション） 

   ※目や手に着いた時はすぐに洗い流して下さい。又異変が生じた場合、医者に相談して下さい。 

  ●ストップレバ－を閉じた状態で３分以上運転しないで下さい。 

   （ポンプの過熱による損傷と危険を避ける為） 

  (CS7021・CS7030/7031 はポンプ自動停止装置付ですので、洗浄ガンを閉じると、約３分後にポ

ンプは自動停止します) 

 

 

 

 

！ 

！ 
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７）凍結防止対策 

冬期の凍結対策は非常に重要です。ポンプ、缶体、配管等を凍結させますと破損することがありますの

で下記の方法で凍結を防止し、運転再開時には充分注意して下さい。 

ａ）水道の蛇口を閉じて、給水ホ－スを本機から外して下さい。 

ｂ）洗浄ホ－スを本機より外し、暖かい室内に保管して下さい。 

ｃ）缶体、ポンプ水抜きバルブを開けて排水して下さい。蛇口付は蛇口も開けて下さい(オプション) 

    水が出なくなった後でポンプ水抜きｽｲｯﾁを押し、ポンプの空運転を約２０秒(厳守)運転して下さい。 

  ※ポンプは必要以上に空運転をしないで下さい。（パッキン 破損の原因になります。） 

  ※缶体に水が入っていないと、ポンプ空運転防止装置が作動し、ポンプｽｲｯﾁをＯＮにしてもポンプ

は作動しない為、機内にあるポンプ水抜きｽｲｯﾁを押し、排水して下さい 

ｄ）保温ヒ－タ－をＯＮにして下さい。電源はＯＦＦにしないで下さい。 

※ポンプが凍結しているときは、ポンプのシリンダ－部にお湯をかけ、完全に溶解してから始動さ

せて下さい。 

ｅ）ボイラー、ポンプの水抜きを行なった後の運転再開時には、洗浄ガンを付ける前に、洗浄ホースか

ら水が吐出することを起動させ確認し、その後洗浄ガンを取り付けるようにして下さい。（ポンプ脈

動の原因になります。） 

５ 定期点検 
安全にご使用して頂くために必ず定期点検を実施して下さい。（お買上げの販売会社へご相談下さい。） 

                                   ！     注  意    
  ●保守点検の実施。  

  ●点検する際は水道の蛇口を閉じて下さい。      

  ●点検する際は電源プラグをコンセントから抜いて、安全を確認した上で実施して下さい。 

 

点検期間 点 検 項 目 点 検 要 領 

毎     日      

・ポンプのオイル点検 

・燃料配管の油もれ 

 

・燃料（白灯油）の確認 

・洗浄ホ－スの破れ又、配管 

  部の漏れ 

・油量及びオイルの汚れ 

・油もれ発生時、お買上げの販売店へ相談して 

  下さい 

・燃料の補給 

・ホ－ス交換、配管部増し締め 

 

３ ヵ 月 毎      

・燃料タンク内の清掃 

 

・燃料ストレ－ナ－の清掃 

・缶体内の清掃 

 

・炎検出器の清掃 

・ドレンプラグを外し、底部の水、異物を取り除く 

    (販売店へ相談して下さい） 

・ストレ－ナ－の清掃 

・缶体水抜きバルブを開け、水を排出して下さい 

   （販売店へ相談して下さい） 

・やわらかい布で拭いて下さい 

６ ヵ 月 毎      
・配管フィルタ－の清掃 ・ゴミ等を取り除く 

   （販売店へ相談して下さい） 

１ 年 毎     又 

スス発生時 

・缶体の燃焼室の清掃 

  （スモ－ク対策） 

・お買上げの販売店へ相談して下さい 

随    時      ・オイル交換 ・６００Ｈ／毎  指定のオイル 

！ 
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６ 故障と処置 
「故障かな」と思われる前にもう一度確認して下さい。異常が生じた時は、この取扱説明書をよくお読

みいただき、下記の点検をした上で、それでも不具合な場合は、お買上げの販売会社へご相談下さい。 

 

                                    ！    注  意 
  ●故障の処置をする際は、電源を切り給水を止め安全を充分確認した上で行って下さい。 

 

状   況       原  因       処 置       

 

 水（温水）タンクに 

 水が充満しない。 

 

 

 

①水源圧力、水量不足 

②フロ－トバルブ不良 

③減圧弁の不良 

④配管途中のフィルタ－の目づまり 

⑤減圧弁のフィルタ－の目づまり 

 

①水量確保 

②交換 

③交換 

④清掃 

⑤清掃 

   

ポンプ、バ－ナ－スイ 

  ッチを「ＯＮ」にして 

  もモ－タ－、バ－ナ－ 

  が始動しない 

●モーター 

 ①スイッチ不良 

 ②電磁開閉器のサ－マルリレ－が 

  作動している 

 ③ヒュ－ズ切れ 

 ④コ－ドの断線、又結線不良 

 

●バ－ナ－ 

 ①スイッチ不良 

 ②ヒュ－ズ切れ 

 ③コ－ドの断線、又結線不良 

 ④圧力スイッチ不良 

 ⑤過熱防止器のリセットはずれ 

 ⑥バ－ナ－のコントロ－ラ－不良 

 ⑦温度調節器不良 

 ⑧水量不足 

 ⑨リセットスイッチの押し忘れ 

 

 

① 

②    お買上げの販売会社へ 

      相談して下さい 

 

③   

④  

 

① 

② 

③    お買上げの販売会社へ 

④    相談して下さい 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧水量確保 

⑨リセットスイッチを押す 

 

洗浄ノズルより水が噴

射しない、又圧力不足 

 

①ポンプ不良 

②ポンプのバルブにゴミ付着、 

 又バルブ不良 

③ポンプのパッキンより水漏れ 

④安全バルブの不良 

⑤洗浄ホ－ス不良 

⑥配管等のゆるみ 

⑦温水温度が高すぎる（80℃以上） 

⑧洗浄ノズルのつまり、消耗 

⑨水量不足 

⑩フィルタ－の目づまり 

 

① 

② 

 

③  お買上げの販売会社へ 

④  相談して下さい 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ノズル清掃、又交換 

⑨水量確保 

⑩清掃 

！ 
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バ－ナ－の点火不良、 

又温度が上がらない 

 

①燃料不足 

②燃料ストレ－ナ－のつまり 

③炎検出器のくもり 

④電磁ポンプ不良 

⑤バ－ナ－ノズルの目づまり 

⑥ダンパ－開度の確認 

⑦温度調節器不良 

①燃料確保 

②ストレ－ナ－の清掃 

③やわらかい布で拭いて下さい 

④ 

⑤  お買上げの販売会社へ 

⑥  相談して下さい 

⑦ 

  

ポンプ、又洗浄ガン部 

 のチャタリング 

①水量不足、又目づまり 

②ポンプ水漏れ 

③安全バルブ不良 

④吐出部配管の水漏れ 

⑤ストップガン部の水漏れ 

①水量確保、又清掃 

② 

③  お買上げの販売会社へ 

④  相談して下さい 

⑤ 

 

※保障期間は、お買い上げ日より一年間です。消耗品については下表の用に別途期間を設けさせて頂い

ております。 

 

７  消耗部品とその保障期間 
Ｎｏ 消 耗 部 品 保 障 期 間 備   考 

１ 

 

２ 

３ 

 

 

４ 

５ 

 

 

三連プレンジャーポンプ 

シールパッキンＡＳＳＹ 

安全バルブ 

洗浄ガン 

 

 

洗浄ホース 

ガンノズル 

６ヶ月 

 

パッキン類は６ヶ月 

パッキン類は６ヶ月 

バルブシート、ステム 

スプリングは６ヶ月 

６ヶ月 

消耗品（保証の対象外） 

 

 

 

 

 

 

 

メガシャイン 2000   1/4B * 15124B 

       ｼｽﾃﾑ   1/4B * 2578B 

メガシャイン 3000   1/4B * 1559B 

        ｼｽﾃﾑ  1/4B * 2578B 

 

※追加設備を取り付けて使用した場合は、この限りではありません。 

※メーカー指定のみを使用してください。 
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８  仕 様 
 

名称 メガシャイン２０００ 標準機 メガシャイン２０００ システム機 

型 式      ＣＳ７０２０ ＣＳ７０２１ 

吐 出 圧 力      １０.０ ＭＰa 

吐 出 量      約１６５０ Ｌ／ｈ 

温 水 温 度      30℃～80℃ 

缶 体      ステンレス製（蓄圧式） 

燃料消費量 約８.０～９.０ Ｌ／Ｈ 

使 用 燃 料      白灯油（ＪＩＳ１号灯油） 

燃料ポンプ 電磁ポンプ 

  燃料タンク 36Ｌ 固定式（ゲ－ジ付） 

温度調節器 30℃～80℃液体膨張式サ－モスタット 

洗浄ホ－ス      φ９*１５ｍ φ６*１０ｍ 

洗 浄 ガ ン      ストップガン 

ポ ン プ      三連セラミックプランジャ－ 

電 動 機      三相２００ Ｖ  ４Ｐ  ５.５ kW 

給 水 口      ２０Ａ×φ２０.５袋タケノコ 

電 気 容 量      ３０Ａ 

機 体 寸 法      （Ｗ）７６０*（Ｄ）８５５*（Ｈ）１５４０ mm（本体ケース） 

機 体 質 量         約 ２２３ｋｇ（本体のみ） 

標 準 装 備      

過負荷保護装置・空焚防止装置 

炎監視装置・ストップガン 

減圧逆止弁・過熱防止装置 

漏電遮断器・凍結防止ヒーター 

ポンプ空運転防止装置・安全弁 

過負荷保護装置 

給水ホース３ｍ（バンド付） 

 

 

 

 

← 

 

 

 

吐出側逆止弁・ﾎﾟﾝﾌﾟ自動停止装置 

オプション 
ホースカプラ・スイベルジョイント・凍結防止オートヒーター 

洗剤装置・蛇口・圧力計・排気筒・煙突防水カバー 
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名称 メガシャイン３０００ 標準機 メガシャイン３０００ システム機 

型 式      ＣＳ７０３０ ＣＳ７０３１ 

吐 出 圧 力      １０.０ ＭＰa 

吐 出 量      約２０５０ Ｌ／ｈ 

温 水 温 度      30℃～80℃ 

缶 体      ステンレス製（蓄圧式） 

燃料消費量 約１３～１３.５ Ｌ／Ｈ 

使 用 燃 料      白灯油（ＪＩＳ１号灯油） 

燃料ポンプ 電磁ポンプ 

  燃料タンク 36Ｌ 固定式（ゲ－ジ付） 

温度調節器 30℃～80℃液体膨張式サ－モスタット 

洗浄ホ－ス      φ１２*１５ｍ φ６*１０ｍ 

洗 浄 ガ ン      ストップガン 

ポ ン プ      三連セラミックプランジャ－ 

電 動 機      三相２００ Ｖ  ４Ｐ  ７.５ kW 

給 水 口      ２０Ａ×φ２０.５袋タケノコ 

電 気 容 量      ４０Ａ 

機 体 寸 法      （Ｗ）８０５*（Ｄ）９０５*（Ｈ）１５０４ mm（本体ケース） 

機 体 質 量         約 ２６０ｋｇ（本体のみ） 

標 準 装 備      

過負荷保護装置・空焚防止装置 

炎監視装置・ストップガン 

減圧逆止弁・過熱防止装置 

漏電遮断器・凍結防止ヒーター 

ポンプ空運転防止装置・安全弁 

過負荷保護装置 

給水ホース３ｍ（バンド付） 

吐出側逆止弁・ﾎﾟﾝﾌﾟ自動停止装置 

 

 

 

← 

 

 

 

 

オプション 
ホースカプラ・スイベルジョイント・凍結防止オートヒーター 

洗剤装置・蛇口・圧力計・排気筒・煙突防水カバー 
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